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飯
沼
会
長
の
続
投
決
ま
る

員
企
業
が
少
し
で
も
良
い

点
数
が
取
れ
る
よ
う
、
ま

た
技
術
力
向
上
が
図
れ
る

よ
う
な
研
修
の
開
催
な
ど

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」

と
決
意
を
新
た
に
し
、
３

名
の
副
会
長
、
理
事
ら
と

と
も
に
「
協
会
運
営
に
全

力
を
尽
く
し
ま
す
」
と
誓

い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

　
５
月
20
日
、
さ
い
た
ま

市
内
の
ホ
テ
ル
ブ
リ
ラ
ン

テ
武
蔵
野
で
第
51
回
定
時

総
会
を
開
き
、
令
和
４
年

度
事
業
計
画
な
ど
を
審
議

し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
は
飯
沼
会
長
の
続
投

が
決
ま
り
ま
し
た
。
再
任

さ
れ
た
飯
沼
会
長
は
「
会

いずれの議案も全会一致で承認

第
51
回

定
時
総
会

一
般
社
団
法
人
と
し
て

９
年
目
を
終
え
、
コ
ロ

ナ
禍
で
は
あ
っ
た
も
の

の
、
公
益
目
的
事
業
な

ど
が
お
お
む
ね
順
調
に

推
移
し
た
こ
と
も
報

告
。
今
後
も
引
き
続

き
、
事
業
活
動
を
積
極

的
に
展
開
し
て
空
調
衛

生
設
備
の
独
自
性
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
県
へ
の
分
離

発
注
推
進
、
業
界
へ
の
入

職
促
進
、
技
術
者
の
確

保
・
育
成
の
実
現
に
向
け

会
員
へ
の
協
力
を
求
め
ま

し
た
。
な
お
、
副
会
長
に

は
長
沼
章
氏
と
小
林
宏
也

氏
に
加
え
、
新
た
に
中
村

浩
之
氏
が
就
き
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
令
和
３
年
度

事
業
報
告
や
４
年
度
事
業

計
画
、
公
益
目
的
支
出
計

画
の
実
施
結
果
な
ど
が
上

程
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案

も
多
く
の
拍
手
を
も
っ
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
業
界
全
体
の

課
題
で
あ
る
次
世
代
を
担

う
若
手
職
員
の
確
保
・
育

成
、
技
術
力
向
上
を
図
る

定時総会

会長あいさつ

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

 

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が

続
い
た
影
響
も
あ
り
、
広

い
会
場
で
人
数
制
限
を
し

た
上
で
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
が
、
令
和
４
年
度
も

ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
接
種

は
進
ん
で
は
い
る
も
の

の
、
い
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
収
束
は
見
通

せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
本
総
会
も
三
密
を
避

け
、
飛
沫
を
拡
散
さ
せ
な

い
よ
う
、
昨
年
よ
り
さ
ら

に
広
い
会
場
を
確
保
し
間

隔
を
あ
け
て
の
着
席
、
マ

ス
ク
の
着
用
な
ど
感
染
防

止
対
策
を
徹
底
し
た
上

で
、
役
員
改
選
も
審
議
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
で
き

る
だ
け
短
時
間
の
審
議
と

し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、ご
参
会
の
皆
様
に
も

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

さ
て
、
当
協
会
は
前
年

度
、
一
般
社
団
法
人
と
し

て
９
年
目
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
が
、
私
ど

も
で
は
、
一
般
会
計
と
公

益
支
出
事
業
の
二
本
立
て

の
会
計
処
理
と
し
て
お

り
、
前
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
一
般
会
計
は
概
ね
順

調
、
公
益
目
的
事
業
に
つ

き
ま
し
て
も
役
員
、
会
員

の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
ま

し
て
、
で
き
る
範
囲
で
無

事
に
事
業
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

 

ま
た
、
当
協
会
の
収
入

の
状
況
で
す
が
、
収
入
の

３
本
柱
と
し
て
会
費
収

入
、
共
済
保
険
の
事
業
及

び
公
社
の
受
託
事
業
と
あ
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べ
く
、
若
年
労
働
者
の
育

成
と
指
導
に
力
を
入
れ
、

協
会
全
体
の
若
返
り
を
図

り
つ
つ
、
正
会
員
と
賛
助

会
員
と
の
協
調
な
ど
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
新
人
技
能
講
話
や

若
手
社
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
、
１
・
２
級
管

工
事
施
工
管
理
技
術
検
定

に
向
け
た
受
験
講
習
会
、

管
工
機
材
生
産
工
場
・
厨

房
・
給
湯
器
工
場
の
視
察

研
修
な
ど
を
事
業
計
画
に

盛
り
込
み
ま
し
た
。

り
ま
す
が
、
ま
ず
、
会
費

収
入
に
つ
い
て
は
、
正
会

員
が
現
在
50
社
と
前
年
同

様
で
す
の
で
横
ば
い
の
状

況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
協
会
と
し
て
新
規

会
員
の
開
拓
を
進
め
る
と

と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
状
況
に
も
よ
り
ま
す

が
、
会
員
企
業
へ
の
情
報

提
供
、
研
修
会
、
視
察
研

修
に
加
え
、
国
や
県
、
住

宅
供
給
公
社
と
の
意
見
交

換
会
な
ど
も
積
極
的
に
実

施
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

ま
た
、
共
済
保
険
と
公

社
の
受
託
事
業
の
方
で
す

が
、
共
に
ほ
ぼ
例
年
並
み

の
事
業
実
績
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
安
定
し
た
共
済

保
険
や
受
託
事
業
収
入
が

あ
っ
て
は
じ
め
て
健
全
な

協
会
運
営
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　
さ
て
、
協
会
事
業
や
収

支
の
細
か
い
点
に
つ
い
て

は
、
の
ち
ほ
ど
説
明
が
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
私
か
ら
の
お
話
は
こ

れ
く
ら
い
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

 

今
後
と
も
、
設
備
業
界

の
独
自
性
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
分
離
分
割
発
注
を
埼
玉

県
に
要
望
し
て
い
く
と
と

も
に
、
業
界
へ
の
入
職
促

進
や
技
術
者
の
確
保
・
育

成
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
会
員
皆

様
の
よ
り
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
な
が

ら
、
協
会
の
活
性
化
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

会
長

飯
沼
　
章

「
協
会
の
活
性
化
に
努
力
」

一
般
社
団
法
人

　 

埼
玉
県
空
調
衛
生
設
備
協
会
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目
協
定
に
つ
い
て
、
格
別

の
御
支
援
、
御
協
力
を
い

た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
埼
玉
県
は
昨
年
、
誕
生

か
ら
１
５
０
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
今
年
４
月
か
ら

は
、
次
の
１
５
０
年
に
向

け
た
第
一
歩
と
し
て
、
新

た
な
「
埼
玉
県
５
か
年
計

画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
計
画
で
は
、
「
安

心
・
安
全
の
追
究
」
、

「
誰
も
が
輝
く
社
会
」
、

そ
し
て
「
持
続
可
能
な
成

長
」
の
３
つ
を
将
来
像
と

　
「
風
と
水
と
」
令
和
４

年
盛
夏
号
が
発
刊
さ
れ
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

都
市
整
備
行
政
の
推
進
並

び
に
、
災
害
時
に
お
け
る

給
排
水
設
備
等
の
応
急
対

策
業
務
に
関
す
る
業
務
細

し
て
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
を

担
う
私
ど
も
県
都
市
整
備

部
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
主
に
「
安

心
・
安
全
の
追

究
」
と
「
持
続
可

能
な
成
長
」
の
面

を
中
心
に
施
策
を

展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
が
、
そ
れ
を

通
じ
て
「
誰
も
が

輝
く
社
会
」
の
実

現
に
寄
与
し
て
ま

い
り
た
い
。
す
な

わ
ち
、
埼
玉
県
に

お
住
い
の
皆
様
、

埼
玉
県
を
訪
れ
る

方
々
が
笑
顔
で
お

過
ご
し
い
た
だ
け

る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
に
、
市
町

村
・
民
間
事
業
者

の
皆
様
と
連
携

し
、
国
の
ご
助
言

も
い
た
だ
き
な
が

ら
、
取
り
組
む
所

存
で
す
。

　
さ
て
、
県
有
施

設
の
約
半
数
は
、
築
後
40

年
以
上
が
経
過
し
、
施
設

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま

表
紙
写
真
紀
行

表
紙
写
真
紀
行

「
誰
も
が
輝
く
社
会
」の
実
現
に
向
け
て

埼
玉
県
県
都
市
整
備
部
長
　
村
田
　
暁
俊

不
破
設
備
工
業
㈱
　
不
破
　
隆
夫

　
小
鹿
野
町
の
尾
ノ
内

渓
谷
。
以
前
、
冬
の
氷

柱
の
写
真
を
投
稿
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
と
し
て
も
有
名

で
す
。
渓
谷
に
架
か
る

吊
り
橋
か
ら
は
、
奥
秩

父
の
幽
玄
な
滝
の
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。

役職名 氏 名 会 社 名 委 員 会 役 職

役職名 氏 名 会 社 名 委 員 会 役 職

会 長

副会長

副会長

副会長

理 事

理 事

理 事

飯 沼 　 章

小 林 宏 也

長 沼 　 章

中 村 浩 之

横 田 生 樹

宮 澤 英 修

瀬 田 雄 一

総務委員長

企画経営委員長

広報委員長

広報副委員長

㈱飯沼工務店

㈱泉屋工務店

長沼設備工業㈱

㈱貫井産業

正和工業㈱

ミヤザワ工業㈱

県南設備工業㈱

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

監 事 

監 事 

監 事 

新 井 清 太

三 瓶 孝 宏

薄 田 俊 治

大原喜四郎

荻 野 雅 宏

清 水 龍 男

佐 々 木 忍

吉 野 弘 晃

業務渉外委員長

企画経営副委員長

業務渉外副委員長

総務副委員長

総務副委員長

㈱シンエイ

ソーセツエンジニアリング㈱

㈱協和設備

㈱新研設備工業

㈱糟谷設備工業所

㈱清水アーネット

㈱浅倉水道

大宮管工㈱

新理事・監事一覧（敬称略）

す
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た

め
、
計
画
的
に
予
防
保
全

工
事
を
実
施
し
、
施
設
の

長
寿
命
化
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
施
設
の

新
築
・
改
修
に
あ

た
っ
て
は
、
費
用

対
効
果
及
び
環
境

に
十
分
配
慮
し
つ

つ
、
県
民
の
皆
様

に
安
全
か
つ
快
適

に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
施
設
・
設
備

と
な
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。

　
近
年
、
建
設
業

界
で
は
「
古
い
３

Ｋ
」
（
き
つ
い
・

汚
い
・
危
険
）
か

ら
「
新
し
い
４

Ｋ
」
（
給
与
・
休

暇
・
希
望
・
か
っ

こ
い
い
）
へ
の
動

き
が
加
速
化
し
て

い
ま
す
。
本
県
に

お
い
て
も
、
働
き

方
改
革
の
一
環
と

し
て
、
週
休
２
日
促
進
モ

デ
ル
工
事
の
発
注
や
、
工

事
現
場
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
等
を
段
階
的
に
導
入

し
、
現
場
の
労
働
環
境
改

善
や
生
産
性
向
上
に
寄
与

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
さ

ら
に
前
進
さ
せ
る
た
め
に

は
、
高
い
意
識
と
技
術
を

お
持
ち
の
埼
玉
県
空
調
衛

生
設
備
協
会
の
会
員
の

方
々
の
御
協
力
が
不
可
欠

で
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、

日
々
、
技
術
の
習
得
・
研

鑽
に
努
め
て
い
た
だ
く
と

より質の高い建設活動を

と
も
に
、
私
ど
も
発
注
側

も
含
め
た
知
見
の
共
有
に

よ
り
技
術
者
全
体
の
組
織

力
を
高
め
、
よ
り
質
の
高

い
建
設
活
動
を
展
開
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
埼
玉
県
空
調

衛
生
設
備
協
会
の
ま
す
ま

す
の
御
発
展
と
会
員
の
皆

様
の
御
健
勝
、
御
活
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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業務遂行上の留意点が説明された

防災基地への搬入のようす

北田部長㊨へ目録を手渡す飯沼会長
（写真左にあるのが寄贈したＬＥＤ投光器）

本
年
度
の
変
更
点
学
ぶ

県
営
住
宅
の
保
守
点
検
業
務
等
説
明
会

県
へ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器
を
寄
贈

各
県
土
整
備
事
務
所
と
防
災
基
地
に
配
備

　
４
月
20
日
、
令
和
４
年

度
の
県
営
住
宅
給
水
施
設

等
保
守
点
検
業
務
担
当
者

説
明
会
を
さ
い
た
ま
市
内

　
防
災
支
援
事
業
の
一
環

で
、
県
土
整
備
部
へ
Ｌ
Ｅ

Ｄ
投
光
器
と
三
脚
12
セ
ッ

の
埼
玉
県
管
工
事
会
館
で

開
催
し
、
45
人
が
保
守
点

検
や
修
繕
工
事
時
の
注
意

事
項
を
確
認
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
埼
玉
県
住
宅
供

給
公
社
の
組
織
改
正
に
伴

う
連
絡
体
制
の
一
部
変

更
、
緊
急
電
話
対
応
経
費

の
新
た
な
設
定
な
ど
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
飯
沼
会
長
は
多
数

の
参
会
に
対
し
「
業
務
を

誠
実
に
遂
行
し
よ
う
と
す

る
強
い
意
志
と
責
任
を
感

じ
て
い
ま
す
」
と
敬
意
を

表
し
、
続
け
て
「
私
た
ち

が
担
っ
て
い
る
業
務
は
、

多
く
の
犠
牲
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
述
べ
、
そ
の
重
要
な
役

割
を
強
調
。
業
務
を
通

じ
、
引
き
続
き
入
居
者
の

安
全
と
安
心
、
快
適
な
居

住
環
境
の
提
供
を
約
束
し

ま
し
た
。

　
公
社
を
代
表
し
、
公
営

住
宅
技
術
課
の
加
藤
正
男

課
長
が
「
皆
さ
ま
方
に
は

24
時
間
、
３
６
５
日
の
対

応
で
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
負
担

が
少
し
で
も
軽
減
さ
れ
る

よ
う
、
予
防
保
全
も
見
据

え
な
が
ら
業
務
改
善
を

図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

今
日
の
説
明
会
で
不
明
な

点
が
あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く

聞
い
て
く
だ
さ
い
」
と
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
事
務
局
か
ら

点
検
表
の
記
入
要
領
や
イ

ン
バ
ー
タ
ー
ポ
ン
プ
・

ブ
ー
ス
タ
ー
ポ
ン
プ
の
点

検
、
休
日
・
夜
間
の
緊
急

修
繕
時
の
対
応
な
ど
に
関

す
る
注
意
点
が
確
認
さ
れ

た
の
ち
、
業
務
説
明
へ
と

移
行
。
公
社
の
田
口
大
祐

主
査
が
保
守
点
検
や
修
繕

工
事
、
関
係
法
令
な
ど
に

つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

ト
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
３

月
30
日
に
は
県
庁
内
で
寄

贈
式
が
行
わ
れ
、
当
協
会

か
ら
飯
沼
章
会
長
、
中
村

浩
之
総
務
委
員
長
、
中
村

広
事
務
局
長
が
出
席
し
、

県
側
か
ら
は
県
土
整
備
部

の
北
田
健
夫
部
長
、
磯
田

忠
夫
副
部
長
ら
が
臨
席
し

ま
し
た
。

　
北
田
部
長
か
ら
は
「
災

害
時
は
も
と
よ
り
、
夜
間

作
業
な
ど
に
も
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
の

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
Ｌ

Ｅ
Ｄ
投
光
器
と
三
脚
は
、

県
内
の
各
県
土
整
備
事
務

所
へ
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
15
日
に
は
県
危
機

管
理
防
災
部
へ
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ

投
光
器
・
三
脚
を
11
セ
ッ

ト
寄
贈
し
ま
し
た
。
中
村

事
務
局
長
が
同
部
を
訪

れ
、
小
沢
き
よ
み
災
害
対

策
課
長
へ
目
録
を
手
渡
し

ま
し
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器

と
三
脚
は
同
課
へ
１
セ
ッ

ト
配
備
さ
れ
、
残
る
10

セ
ッ
ト
は
県
内
５
カ
所
の

防
災
基
地
（
越
谷
、
新

座
、
秩
父
、
中
央
、
熊

谷
）
に
そ
れ
ぞ
れ
２
セ
ッ

ト
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
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女性の広場女性の広場

『大谷になれるか』
㈱清水アーネット
小林　聡美

　小３の息子が６月から野球を始めた。野球初心者
である。息子は左利き。左利きというだけで期待され、
チヤホヤされている。「オレ、大谷になる！」と宣言した
息子は毎週土日の練習に行き、帰りは泣いて帰ってく
る。理由は「ボールがおでこに当たった」とか「自分だ
け別メニューだった」などなど。「そんなことで」と言い
たい気持ちを抑え、必死で励ます。比較的切り替えが
早い息子。次の練習日になると元気に出掛けていく。
そして、また泣いて帰ってくる息子を励ます。そんな日々
が当分続きそうである。

『ゆっくり ゆっくり…と』
㈱アステック
横山　キミ子

世の中、目まぐるしく変化している。
人は日 を々生きていかなきゃいけない。
守るものがあるから、色 と々悩み考える…。
まずは、自分自身を好きになる事だと思う。
そうすれば周りの人も大事に思う。
大きく息を吸い、ゆっくりゆっくり吐き出す。
人生“一歩一歩”。すばらしい明日をめざして。

『育児と仕事』
埼玉設備工業㈱
中澤　宏美

　私は昨年11月に出産し、産休と育休を経て今年5
月に職場復帰しました。
　初めての育児ということもあり、仕事との両立はや
はり大変で、毎日が慌ただしく過ぎていきますが、そん
な中でも日に日にできることが増えていく娘を見ると
成長が嬉しく感じられ、辛くても乗り越えていくことが
できます。
　これからも両親や会社の方々など多くの人に助け
ていただきながら、夫と協力して育児・仕事どちらも
充実させていこうと思います。

『娘と愛犬』
正和工業㈱
松下　彩香

　私は2020年春に里帰りで娘を出産しました。
　実家には私が小学生の頃に飼い始めた19歳にな
る犬がいたのですが、じーっと見ていたり、近くで寄り
添って寝たり、上に乗ってみたり(笑)。なんとも微笑ま
しい日 を々送っていました。
　私が里帰りから戻り、しばらくして愛犬は天国へ旅
立ちました。
　きっと私の娘に会うのを待って、長生きしてくれたん
だろうなと、感謝の気持ちでいっぱいです。
　里帰りして娘と愛犬が一緒に過ごした日々は私に
とって宝物です。

『人と鹿の共存』
㈱深井設備工事
深井　百穂

　６月26日、宮島を訪れた際のお話です。フェリーを降り厳
島神社へ向かうと、道端や路地空地に何匹も鹿がいるので
す。鹿達は悪戯をしたり喧嘩をしたりして人間に迷惑をかけ
る様子は無く、静かに散歩し日陰でのんびりと過ごしていま
す。間近で鹿を見るのは奈良の修学旅行以来で、温厚そう
な草食動物の表情に見入って何枚も写真を撮り、とても癒
された気持ちになりました。ホテルの方曰く、鹿達は同じ時
間、同じメンバーで行動しているので、毎日見ていると愛着
が沸きますよというお話でした。
　ホテルの近くを散歩すると、どの建物も道端や玄関周辺
が綺麗に整頓され、植木鉢やごみ箱等は一切置いてありま
せん。敷地内に侵入されない様に柵を設け、鹿との共存へ
の気遣いが感じられました。観光客にとって可愛い存在で
すが、鹿の全国的な増加に対処すべく、森林や土壌の保全
対策をしつつ適切な関係を維持していく取り組みがなされ
ているという事でした。
　厳島神社への参拝後、新鮮でぷっくりとした美味しい焼
牡蠣と冷たい生ビールを頂いたのも良い思い出でした。
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支 
部 

だ 

よ 

り

さ 

い 

た 
ま 
支 

部

ま
し
た
。

　

中
で
も
日
本
一
大
き
い

水
槽（
容
量
7
5
0
0
㎥
・

深
さ
10
m
・
幅
35
m
・
奥

行
き
27
ｍ
）
を
支
え
る
ア

ク
リ
ル
パ
ネ
ル
（
幅

22
.
5
m
×
高
さ
8.2
m
×

厚
さ
60
㎝
）
は
圧
巻
で
し

た
。

　

も
し
私
た
ち
が
工
事
す

る
事
に
な
っ
た
際
、
ど
の

へ
行
っ
た
時
の
こ
と
で

す
。

　

水
族
館
自
体
は
子
供
の

頃
に
何
度
も
足
を
運
び
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
数

回
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

い
つ
も
な
ら
家
族
や
友

人
と
行
き
、
魚
や
水
生
生

物
の
み
を
鑑
賞
す
る
の
で

す
が
、
今
回
は
社
員
旅
行

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
社

員
同
行
で
の
水
族
館
。
生

き
物
を
鑑
賞
す
る
の
は
も

ち
ろ
ん
の
事
で
す
が
、
水

族
館
の
「
設
備
」
に
も
着

目
し
て
お
り
、
流
石
と
言

わ
ん
ば
か
り
で
す
。

　

「
美
ら
海
水
族
館
」
で

は
水
槽
の
上
部
に
足
場
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ

か
ら
水
槽
の
裏
側
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
水
槽
へ
の

給
水
装
置
、
排
水
設
備
、

ろ
過
設
備
、
海
水
汲
み
取

り
設
備
、
循
環
装
置
、
搬

入
経
路
、
搬
入
設
備
な

ど
、
様
々
な
「
設
備
」
が

あ
り
生
き
物
を
見
る
よ
り

も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
し
ま
い

　

社
会
人
に
な
り
人
生
初

の
社
員
旅
行
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
世
間
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
旅
行
は
自
粛
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
年
に

入
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
落
ち
着
き
が
見
受

け
ら
れ
た
た
め
、
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
沖
縄
へ
。

　

沖
縄
旅
行
で
は
様
々
な

場
所
へ
行
き
ま
し
た
が
、

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
「
美
ら
海
水
族
館
」

「社員旅行」
㈱新研設備工業

村山　宏樹

よ
う
に
工
事
計
画
を
す
る

か
、
と
い
う
話
で
盛
り
上

が
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ

り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時

間
が
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
社
員
旅
行
は
同

じ
職
、
同
じ
志
を
持
つ
も

の
同
士
だ
か
ら
こ
そ
盛
り

上
が
り
、
時
に
勉
強
に
な

る
充
実
し
た
旅
行
と
な
り

ま
し
た
。

「継続は減量成り、
そして夫婦円満」

㈱オキナヤ

安済　優

北
　
部
　
支
　
部

　

若
い
頃
か
ら
体
力
に
は

あ
る
程
度
自
信
が
あ
っ
た

せ
い
か
、
仕
事
、
仕
事
と

言
い
訳
を
し
不
摂
生
を
続

け
て
い
た
ら
、
学
生
時
代

の
体
重
が
十
数
年
で
倍
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
結
婚
を
機
に
生

活
環
境
が
１
８
０
度
転
換

し
た
事
と
車
移
動
で
運
動

も
せ
ず
、
暴
飲
暴
食
で
す

ぐ
就
寝
。
そ
ん
な
あ
る

時
、
突
然
思
い
立
っ
た
様

に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め

て
い
ま
し
た
。

　

発
起
し
て
か
ら
お
よ
そ

27
年
、
毎
日
天
候
も
気
に

せ
ず
早
朝
ラ
ジ
オ
を
聴
き

な
が
ら
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

減
量
と
い
う
よ
り
は
足

腰
の
維
持
と
健
康
を
優
先

し
て
（
酒
量
は
変
わ
ら
ず

リ
バ
ウ
ン
ド
の
連
続
で
す

が
）
一
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
と
業
務
で
の
移
動
時
の

徒
歩
を
含
め
て
約
2
万
歩

を
目
標
に
、
実
行
で
き
な

か
っ
た
日
は
数
日
も
無

か
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。

　

一
日
の
歩
行
距
離
を
換

算
す
る
と
、
27
年
間
で
日

本
列
島
（
北
海
道
か
ら
鹿

児
島
ま
で
3
0
0
0
㎞
）

を
17
往
復
も
縦
断
し
た
計

算
と
な
り
ま
す
。

　

目
標
は
あ
っ
て
な
い
よ

う
な
も
の
で
す
が
、
何
と

な
く
20
往
復
ま
で
は
達
成

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

習
慣
は
恐
ろ
し
い
も
の

で
、
深
酒
で
帰
宅
し
た
翌

朝
も
気
が
付
く
と
、
夢
遊

病
者
の
様
に
い
つ
も
の
道

を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
い

る
自
分
が
い
ま
す
。

　

我
が
妻
曰
く
『
タ
バ
コ

も
酒
も
辞
め
た
ら
』
と
簡

単
な
一
言
。
言
い
返
す
こ

と
も
で
き
ず
独
り
言
。

『
こ
れ
（
酒
・
タ
バ
コ
）

が
楽
し
み
な
ん
だ
よ
。
何

年
飲
ん
で
い
る
と
思
っ
て

い
る
ん
だ
よ
。
継
続

は
・
・
・
・
な
ん
だ
よ
』

と
自
分
の
中
で
反
論
し
つ

つ
、
い
つ
も
よ
り
一
杯
多

く
飲
む
。
毎
日
の
リ
ズ
ム

が
変
わ
る
事
が
嫌
な
の

か
、
性
格
な
の
か
は
非
常

に
困
惑
す
る
と
こ
ろ
で
す

が
。

　

日
課
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
い
つ
ま
で
も
続
け
ら
れ

る
体
力
と
気
力
を
維
持
で

き
、
こ
れ
か
ら
も
小
言
を

言
っ
て
く
れ
る
妻
の
健
康

を
祈
り
な
が
ら
お
互
い
に

長
生
き
で
き
る
様
に
。

　

世
の
中
の
状
況
は
変
化

し
続
け
る
け
れ
ど
、
時
代

の
流
れ
に
乗
っ
て
生
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
も
健
康
に
留
意
し

て
く
だ
さ
い
。
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「私のサプリ」
㈱北田設備工業

滝沢　文子

西
　
部
　
支
　
部

　
私
が
日
々
心
掛
け
て
い

る
事
に
つ
い
て
、
お
話
し

ま
す
。

　
小
さ
な
幸
せ
の
積
み
重

ね
が
穏
や
か
な
日
常
に
つ

な
が
る
。

①
床
に
入
っ
た
ら

『
に
っ
』
と
笑
顔
を
作

る
。

②
翌
朝
目
覚
め
た
ら
、
そ

の
こ
と
を
喜
ぶ
。

③
食
事
は
お
い
し
く
食

す
。
粗
食
で
す
が
（
笑
）

④
最
近
飼
い
始
め
た
セ
キ

セ
イ
イ
ン
コ
が
元
気
だ
と

う
れ
し
い
。

⑤
毎
日
出
勤
で
き
仕
事
が

あ
る
こ
と
。
わ
が
社
に
は

定
年
制
度
が
な
い
の
で

ラ
ッ
キ
ー
（
25
年
前
入
社

の
面
接
時
に
確
認
、
と
て

も
大
切
な
こ
と
で
す
）

以
上
ベ
ス
ト
５
で
す
。

　
私
に
は
二
人
の
息
子
が

い
ま
す
。

　
お
正
月
に
集
ま
っ
た
時

に
彼
ら
に
、
次
の
事
柄
を

伝
え
ま
し
た
。

　
私
に
認
知
症
の
症
状
が

表
れ
、
手
に
負
え
な
く

な
っ
た
場
合
は
役
所
の
相

談
窓
口
等
に
行
く
。

　
ま
た
、
重
い
病
気
が
発

見
さ
れ
た
場
合
は
手
術
な

ど
は
せ
ず
、
緩
和
ケ
ア
と

し
自
然
治
療
と
す
る
。

　
気
持
ち
が
弱
っ
た
時
に

は
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
言
葉

を
発
す
る
か
も
知
れ
な
い

の
で
、
正
気
で
い
る
現
在

の
考
え
が
私
の
希
望
。

　
中
高
年
者
ど
な
た
で

も
、
健
康
で
元
気
で
自
分

な
り
の
働
き
を
全
う
し
た

い
。
私
も
同
じ
く
で
す
。

り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し

た
り
、
入
浴
で
血
行
を
良

く
し
た
り
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
体
が
動
き
ま
せ

ん
。
そ
れ
よ
り
も
違
う
と

こ
ろ
に
時
間
を
使
っ
て
い

る
自
分
が
い
ま
す
。

　
あ
る
き
っ
か
け
で
私
は

煙
草
を
や
め
ら
れ
ま
し

た
。
な
の
で
、
何
か
き
っ

か
け
が
あ
れ
ば
始
め
ら
れ

る
気
が
し
て
い
る
の
で
す

が
、
そ
の
き
っ
か
け
が

降
っ
て
き
ま
せ
ん
。

　
で
す
が
、
私
も
そ
ろ
そ

ろ
折
り
返
し
の
年
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
考
え
な
が

ら
、
自
分
の
身
体
の
た
め

の
時
間
を
こ
れ
か
ら
は

し
っ
か
り
と
作
っ
て
い
け

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
な
た
か
い
い
き
っ
か

け
の
作
り
方
を
知
っ
て
い

る
方
は
是
非
教
え
て
く
だ

さ
い
。
（
笑
）

し
た
が
、
こ
の
た
か
が
15

分
の
ス
ト
レ
ッ
チ
が
な
か

な
か
達
成
で
き
な
い
ん
で

す
。

　
こ
の
と
こ
ろ
は
皆
さ
ん

も
同
じ
か
と
は
思
い
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
も
あ
ま
り
気

に
せ
ず
会
食
が
増
え
て
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私

も
同
様
で
す
。

　
飲
む
と
翌
朝
か
ら
ス
ト

レ
ッ
チ
…
し
ま
せ
ん
。
仕

事
の
合
間
に
は
で
き
て
い

ま
す
。
帰
宅
し
て
か
ら
…

し
ま
せ
ん
。
1
日
5
分
で

す
ね
。
こ
の
状
態
で
毎
週

整
体
に
通
っ
て
骨
を
矯
正

し
て
も
ら
っ
て
も
、
筋
肉

が
固
ま
っ
た
状
態
で
は
何

に
も
意
味
が
な
い
こ
と
に

気
づ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
で
体
型
が
変

化
し
て
き
た
こ
と
も
あ

　
こ
の
記
事
を
書
く
に
あ

た
り
、
最
近
の
支
部
だ
よ

り
を
見
返
す
と
健
康
を

テ
ー
マ
に
し
た
こ
と
が
多

く
書
か
れ
て
い
る
の
に
初

め
て
気
づ
き
ま
し
た
。
私

は
さ
ほ
ど
健
康
を
気
に
す

る
タ
イ
プ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
の
と
こ

ろ
首
コ
リ
や
眼
底
疲
労
に

悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
S
N
S
で
調
べ
て

バ
キ
バ
キ
系
の
整
体
に
通

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
は
、
1
回
通
う

ご
と
に
次
回
ま
で
の
宿
題

と
し
て
1
日
15
分
程
度

の
、
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ

が
出
さ
れ
ま
す
。
最
初
は

朝
起
き
て
5
分
、
仕
事
の

合
間
に
5
分
、
帰
宅
し
て

か
ら
5
分
と
思
っ
て
い
ま

東
　
部
　
支
　
部

「時間」
㈱KENSEI

鶴岡　治洋

　
年
齢
を
積
み
重
ね
る
と

思
慮
深
く
な
る
と
思
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
私
に
は

当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。
残

念
で
す
。

　
あ
ま
り
成
長
し
て
い
な

い
よ
う
に
思
え
る
の
で

す
。

　
『
人
生
1
0
0
年
時
代

と
し
て
残
り
2
割
ち
ょ
っ

と
に
達
し
た
今
考
え
ま

し
ょ
う
』
と
自
身
に
問
い

か
け
る
次
第
で
す
。

　
令
和
４
年
７
月
と
な
っ

た
現
在
は
、
体
力
も
な
く

脳
の
方
の
退
化
も
著
し
い

の
で
、
健
康
補
助
食
品
及

び
身
体
の
ケ
ア
等
自
力
で

出
来
る
こ
と
は
何
で
も
ト

ラ
イ
し
て
い
ま
す
。

　
小
さ
な
小
さ
な
幸
せ
を

感
じ
ら
れ
る
様
、
日
々
暮

ら
し
て
い
き
た
い
。

　
私
の
生
き
る
た
め
の
サ

プ
リ
か
な
？
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賛
　
助
　
会
　
員
　
寄
　
稿

板
橋
の
縁
切
榎

髙
橋
　
徹

あ
り
が
と
う
、
大
吉

末
永
　
信
吾

東

テ

ク

㈱

埼
玉
営
業
所
長 （

詳
し
く
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
）
小
さ
い
な
が

ら
参
拝
す
る
方
が
多
い
そ

う
で
す
。
江
戸
時
代
か
ら

戦
前
ま
で
は
、
一
度
結
婚

す
る
と
な
か
な
か
別
れ
る

こ
と
が
難
し
く
、
悩
ん
だ

女
性
た
ち
が
、
お
参
り
に

訪
れ
た
そ
う
で
す
。
30
年

ほ
ど
前
は
ノ
ー
ト
が
置
か

れ
、
結
構
生
々
し
い
内
容

の
も
の
が
書
か
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
参
考
に
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
の
脚
本
が
書
け

る
の
で
は
と
、
当
時
思
っ

ま
し
た
。

　

自
発
呼
吸
も
う
ま
く
で

き
な
く
な
っ
た
た
め
、
レ

ン
タ
ル
の
酸
素
室
の
中
で

毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。

　

亡
く
な
る
前
日
の
4
月

11
日
の
夜
、
私
の
と
こ
ろ

に
ヨ
ロ
ヨ
ロ
し
な
が
ら
す

り
寄
っ
て
来
て
く
れ
た
の

は
、
今
思
え
ば
最
後
の
挨

　

我
が
家
で
は
、
チ
ワ
ワ
を

2
匹
飼
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
の
1
匹
、
12

歳
に
な
る
大
吉
が
4
月
12

日
に
天
国
へ
旅
立
ち
ま
し

た
。

　

3
月
の
下
旬
か
ら
急
に

呼
吸
が
荒
く
な
っ
て
、
大

好
き
な
散
歩
も
徐
々
に
行

け
な
く
な
り
、
家
で
横
に

な
る
時
間
が
増
え
て
い
き

　

私
の
生
ま
れ
は
板
橋
区

で
す
。
板
橋
に
は
有
名
な

史
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

珍
し
い
史
跡
が
あ
る
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。
旧
中
山

道
を
板
橋
宿
か
ら
蕨
宿
に

向
か
う
と
、
板
橋
の
由
来

で
あ
る
橋
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
１
０
０
ｍ
程
歩
き

ま
す
と
縁
切
榎
が
あ
り
ま

す
。
縁
結
び
の
神
様
は
多

い
で
す
が
、
縁
を
切
る
も

の
は
珍
し
い
と
思
い
ま

す
。
江
戸
時
代
か
ら
こ
の

場
所
に
あ
っ
た
そ
う
で
、

た
も
の
で
す
。
先
日
、
久

し
ぶ
り
に
写
真
を
撮
り
に

訪
れ
た
と
こ
ろ
、
暑
い
日

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ラ

サ
ー
の
女
性
が
数
人
訪
れ

て
お
り
、
皆
さ
ん
長
々
と

願
掛
け
を
し
て
い
ま
し

た
。
現
在
は
男
女
の
悪
縁

だ
け
で
は
な
く
、
病
気
、

断
酒
な
ど
の
願
掛
け
も
多

い
そ
う
で
す
。
絵
馬
は
隣

の
蕎
麦
屋
、
長
寿
庵
で
販

売
さ
れ
て
お
り
、
私
も
参

拝
し
ま
し
た
が
、
な
か
な

か
や
め
る
事
が
で
き
な
い

も
の
が
多
く
、
意
思
の
弱

さ
を
痛
感
し
た
次
第
で

す
。
旧
中
山
道
は
散
歩

コ
ー
ス
に
も
お
す
す
め

で
、
巣
鴨
駅
か
ら
地
蔵
通

り
商
店
街
に
入
り
ま
す

と
、
と
げ
ぬ
き
地
蔵
で
有

名
な
高
岩
寺
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
か
ら
板
橋
方
面

に
歩
く
と
、
板
橋
駅
東
口

に
新
選
組
で
有
名
な
近
藤 

勇
の
墓
が
あ
り
、
そ
し
て

最
後
に
縁
切
榎
で
終
わ
る

コ
ー
ス
は
い
か
が
で
し
ょ

う
？
ず
っ
と
商
店
街
で

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
も
な
く
、

歩
き
や
す
い
コ
ー
ス
で

す
。
涼
し
く
な
り
ま
し
た

ら
、
一
度
歩
い
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

い
つ
も
我
が
家
を
明
る

く
楽
し
く
し
て
く
れ
た
大

吉
に
は
、
た
く
さ
ん
の
感

謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

本
当
に
ど
う
も
あ
り
が

と
う
。

　

天
国
で
は
、
じ
い
じ
が

作
っ
て
く
れ
た
唐
揚
げ
を

食
べ
て
い
る
か
な
？

拶
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

2
0
1
0
年
に
迎
え
入

れ
て
か
ら
は
ど
こ
へ
行
く

に
も
一
緒
で
し
た
。
帰
省

で
飛
行
機
に
乗
っ
た
り
、

車
で
の
小
旅
行
だ
っ
た

り
、
お
出
か
け
も
た
く
さ

ん
し
ま
し
た
。

大
成
温
調
㈱
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〒３5０－０８37
岡部バルブ工業㈱
川越市石田1－1
TEL０４9－224－4111　ＦＡＸ０４9－224－4040

〒３3０－０８56
㈱小泉北関東
さいたま市大宮区三橋２－６０３
TEL０４８－６２３－６３１１　ＦＡＸ０４８－６２２－５１０６

〒３3１－０８１２
㈱ノーリツ
さいたま市北区宮原町１－８５３－８
TEL０４８－６５３－３００３　ＦＡＸ０４８－６５３－３１７０

北関東支店

北関東支店
〒３3１－０８１１
渡辺パイプ㈱
さいたま市北区吉野町１－３９９－３
TEL０４８－６５２－９７５１　ＦＡＸ０４８－６５４－１９１３

埼玉営業所
〒３3１－０８１２
東テク㈱
さいたま市北区宮原町３－３７２
TEL０４８－６５３－７８２１　ＦＡＸ０４８－６５３－７８２０

北関東支店
〒３62－０014
リンナイ㈱
上尾市本町３－３－7
TEL０４８－770－6000　ＦＡＸ０４８－776－8012

〒104－0032
日本管材センター㈱
東京都中央区八丁堀2－24－3
TEL０3－5541－5387　ＦＡＸ03－5541－5707

北関東支店
〒３３０－０８５４
三菱電機冷熱機器販売㈱
さいたま市大宮区桜木町１－１１－３
TEL０４８－６５７－３０２２　ＦＡＸ０４８－６５７－３０２３

首都圏支店
〒３３０－０８０１
㈱川本製作所
さいたま市大宮区土手町１－６３－１
TEL０４８－６５０－５８７１　ＦＡＸ０４８－６５０－５８６１

〒３３１－０８１２
ユアサ商事㈱
さいたま市北区宮原町４－７－５
TEL０４８－６５２－１４８１　ＦＡＸ０４８－６５１－８１１０

埼玉支社
〒３３０－０８０２
㈱ＬＩＸＩＬ
さいたま市大宮区宮町２－８１
TEL０４８－６３３－４１２６　ＦＡＸ０４８－６３３－４１５８

東京本社
〒104－8307
㈱クボタケミックス
東京都中央区京橋2－1－3
TEL03－3245－3085　ＦＡＸ03－3245－3840

〒３６０－０８４３
紘永ＣＭＣ㈱
熊谷市三ヶ尻３０４７
TEL０４８－５３２－３９６９　ＦＡＸ０４８－５３２－１４６１

〒３３０－０８54
積水化学工業㈱
さいたま市大宮区桜木町４－333-13
TEL０４８－６４６－０１６０　ＦＡＸ０４８－６４４－９３１６

〒３２３－００２９
ダイヤケミカル㈱
栃木県小山市城北２－２－１
TEL０２８５－２５－２７８５　ＦＡＸ０２８５－２５－３５０２

北関東支社
〒３３1－081２
TOTO㈱
さいたま市北区宮原町4－24－7
TEL０５７０－０８８７０１　ＦＡＸ０４８－633－6590

〒３４９－０１３１
㈱エヌ・ワイ・ケイ
蓮田市根金１６８９－１
TEL０４８－７６６－１２１１　ＦＡＸ０４８－７６７－１０２１

〒３３２－８５５５
㈱フカガワ
川口市西青木２－９－５
TEL０４８－２５７－３１１１　ＦＡＸ０４８－２５６－６６２９

〒３３０－０８５２
ダイキンＨＶＡＣソリューション東京㈱
さいたま市大宮区大成町３－２７６－１
TEL０４８－６６１－３５２０　ＦＡＸ０４８－６６１－２６２５

〒３３６－００１５
内藤環境管理㈱
さいたま市南区大字太田窪２０５１－２
TEL０120－01－２５９０　ＦＡＸ０４８－８８６－２８１７

北関東営業所
〒３３５－００２２
森松工業㈱
戸田市上戸田１－１７－１９
TEL０４８－４４７－８０６８　ＦＡＸ０４８－４４７－８０９８

北関東支店
〒３３１－０８１１
㈱中西製作所
さいたま市北区吉野町２－１７７－１
TEL０４８－６６７－１０８１　ＦＡＸ０４８－６６３－４０４６

〒３３１－０８２２
㈱荏原製作所
さいたま市北区奈良町１４－３

北関東支社

TEL０４８－６６６－３３３８　ＦＡＸ０４８－６５２－０８６５

〒３３7－００53
テラル㈱
さいたま市見沼区大和田町2－1018－2
TEL０４８－681－7822　ＦＡＸ０４８－681－7082

北関東支店
大宮営業所

第1種賛助会員

第2種賛助会員

TEL０４８－６４３－２９１１　ＦＡＸ０４８－６４３－２９７９

〒３３０－０８５４
㈱朝日工業社 北関東支店

さいたま市大宮区桜木町１－１１－９
TEL０４８－６５０－５４００　ＦＡＸ０４８－６４９－６４００

〒３３０－０８４５
三建設備工業㈱ 北関東支店

さいたま市大宮区仲町３－１３－１

TEL０４８－６４４－８４６８　ＦＡＸ０４８－６４５－８３８４

〒３３０－０８０２
ダイダン㈱ 関東支店

さいたま市大宮区宮町２－３５

TEL０４８－６４３－２２２２　ＦＡＸ０４８－６４３－２２６３

〒３３０－０８０２
新菱冷熱工業㈱ 関東支店

さいたま市大宮区宮町１－３８－１

TEL０４８－６８７－３２８１　ＦＡＸ０４８－６８７－３４３１

〒３３７－００５１
大成設備㈱ 北関東支店

さいたま市見沼区東大宮５－３０－１５

TEL０４８－６４６－０６０４　ＦＡＸ０４８－６４４－８０８８

〒３３０－０８４６
東洋熱工業㈱ 北関東営業所

さいたま市大宮区大門町３－２２－３
TEL０４８－６６９－３８１１　ＦＡＸ０４８－６６９－３８１２

〒３３１－０８１２
大成温調㈱ 関東支店

さいたま市北区宮原町２－３４－３

TEL０４８－６４４－３４２５　ＦＡＸ０４８－６４９－１９６６

〒３３０－８６６９
三機工業㈱ 関東支店

さいたま市大宮区桜木町１－７－５
TEL０４８－２３３－９０１１　ＦＡＸ０４８－２３３－９０１０

〒３３５－０００２
第一工業㈱ 北関東営業所

蕨市塚越７－２－８

TEL０４８－６５０－１２０２　ＦＡＸ０４８－６４３－０８８２

〒３３０－０８54
高砂熱学工業㈱
さいたま市大宮区桜木町１－10－１6

関信越支店
埼玉営業所

TEL０４８－６４０－５７７５　ＦＡＸ０４８－６４３－０２１１

〒３３０－０８０１
㈱テクノ菱和 北関東支店

さいたま市大宮区土手町１－３８－１
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さ い た ま 支 部さ い た ま 支 部

電  話
ＦＡＸ

県南設備工業株式会社
さいたま市見沼区東大宮２－３１－２
〒 ３ ３ ７ － ０ ０ ５ １

０ ４ ８（ ６ ６ ３ ）５ ９ ４ １ ㈹
０ ４ ８（ ６ ５ １ ）０ ２ ６ ４

電  話
ＦＡＸ

大宮管工株式会社
さ い た ま 市 北 区 奈 良 町 １ ５ ４
〒 ３ ３ １ － ０ ８ ２ ２

０ ４ ８（ ６ ６ ３ ）２ １ ５ ４ ㈹
０ ４ ８（ ６ ５ ２ ）７ ８ ３ ３

三水冷熱株式会社
さいたま市桜区西堀１０－１２－２９
〒 ３ ３ ８ － ０ ８ ３ ２

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ８ ５ ３ ）７ １ ５ １ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ ２ ）９ ６ ５ ３

積田冷熱工事株式会社
さ い た ま 市 緑 区 大 門 2 6 1 9
〒 ３ ３ 6 － ０ 9 6 3

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 7 6 7 ）6 0 5 １ ㈹
０ ４ ８（ 7 6 7 ） 6 9 0 1

株式会社清水アーネット
熊 谷 市 問 屋 町 ３ － ３ － 1 2
〒 ３ ６ ０ － ８ ５ ２ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ２ ５ ）０ １ ２ ３ ㈹
０ ４ ８（ ５ ２ ６ ）６ ５ ２ ４

オ キ ナ ヤ
熊 谷 市 江 南 中 央 ２ － １ ７ － １
〒 ３ ６ ０ － ０ １１ ４

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ３ ９ ）３ ３ ３ ３ ㈹
０ ４ ８（ ５ ３ ９ ）３ ３ ４ ４

株式会社

電  話
ＦＡＸ

大 ク マ 工 業
さいたま市中央区鈴谷９－１３－８
〒 ３ ３ ８ － ０ ０ １３

０ ４ ８（ ８ ５ ２ ）６ ８ ６ ２ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ ２ ）２ ９ ２ １

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市大宮区櫛引町１－８２３
〒 ３ ３ ０ － ０ ８ ５ １

深井設備工事

０ ４ ８（ ６ ６ ４ ）３ ２ ９ ７ ㈹
０ ４ ８（ ６ ６ ４ ）３ ２ ５ ０

株式会社

電  話
ＦＡＸ

ミヤザワ工業株式会社
鴻 巣 市 笠 原 １ ６ ８ ８ － １
〒 ３ ６ ５ － ０ ０ ２ ３

０ ４ ８（ ５ ４ ２ ）６ ４ １７ ㈹
０ ４ ８（ ５ ４ ２ ）５ ２ １ ８

ハギワラ株式会社
さいたま市見沼区深作3－ 2 4 － 3
〒 ３ ３ 7 － ０ ０ 0 3

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 6 8 1 ）0 2 2 0 ㈹
０ ４ ８（ 6 8 1 ） 0 2 2 1

電  話
ＦＡＸ

タカセ工業株式会社
さいたま市 緑 区 松 木２－ ３２ － ４
〒 ３ ３ ６ － ０ ９ １８

０ ４ ８（ ８ ７ ３ ）９ ９ １ ０ ㈹
０ ４ ８（ ８ ７ ４ ）１ ９ ６ ８

電  話
ＦＡＸ

さいたま市岩槻区西原台１－１－10
〒 ３ ３ 9 － ０ 0 8 2

埼 玉 ヤ マト

０ ４ ８（ 7 5 7 ）2 2 0 0 ㈹
０ ４ ８（ 7 5 7 ） 2 2 1 8

株式会社

電  話
ＦＡＸ

シ ン エ イ
さ い た ま 市 北 区 本 郷 町 ２ ６ ０
〒 ３ ３ １ － ０ ８ ０ ２

０ ４ ８（ ６ ６ ６ ）３ ３ ６ ６ ㈹
０ ４ ８（ ６ ６ ７ ）６ ２ ２ ９

株式会社

ア ス テ ッ ク
さいたま市桜区道場字拾石田７０９－１
〒 ３ ３ ８ － ０ ８ ３ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ８ ５ ７ ）５ ７ ５ ７ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ ７ ）５ ７ ０ ０

株式会社

オ ール ワ ン
さいたま市 見 沼 区 片 柳 1 － 1 1 6
〒 ３ ３ 7 － ０ 0 2 4

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 6 8 8 ） 6 8 8 8
０ ４ ８（ 6 8 5 ） 0 5 5 1

株式会社

電  話
ＦＡＸ

富士管工株式会社
さいたま市大宮区吉敷町４－１１－１
〒 ３ ３ ０ － ０ ８ ４ ３

０ ４ ８（ ６ ４ １ ）２ ３ ８ ５ ㈹
０ ４ ８（ ６ ４ ４ ）６ ８ ４ ３

電  話
ＦＡＸ

上 尾 市 小 泉 ９ － ３ － １ ４
〒 ３ ６ ２ － ０ ０ ６ ３

金 子 設 備

０ ４ ８（ ７ ７ ３ ）６ ０ ５ ７ ㈹
０ ４ ８（ ７ ７ ４ ）６ ２ ５ ７

株式会社

電  話
ＦＡＸ

アサヒ住建株式会社
上 尾 市 大 字 平 塚 2 5 5 8 － 4
〒 ３ 6 2 － 0 0 1 1

０ ４ ８（ 7 2 8 ） 7 5 7 6
０ ４ ８（ 7 2 8 ） 6 8 4 0

電  話
ＦＡＸ

志 木 市 下 宗 岡 ３ － ４ － ９
〒 ３ ５ ３ － ０ ０ ０ ３

細 田 管 工

０ ４ ８（ ４ ７ ３ ）７ ２ ３ ２ ㈹
０ ４ ８（ ４ ７ ５ ）２ ０ ７ ５

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市岩槻区西原台1－1－10
〒 ３ ３ ９ － ０ ０ 8 2

サイエイヤマト

０ ４ ８（ ７ ５ ８ ）１ ３ ０ ８ ㈹
０ ４ ８（ ７ ５ ６ ）５ ８ ８ ９

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市桜区西堀８－１２－１５
〒 ３ ３ ８ － ０ ８ ３ ２

新研設備工業

０ ４ ８（ ８ ５ ６ ）２ ９ １１ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ １ ）５ １ ５ ５

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市南区鹿手袋３－４－１０
〒 ３ ３ ６ － ０ ０ ３ １

泉 屋 工 務 店

０ ４ ８（ ８ ６ ４ ）１１ ７ １ ㈹
０ ４ ８（ ８ ６ ６ ）４ ８ ２ ５

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市北区宮原町４－ ６７ －１
〒 ３ ３ １ － ０ ８ １ ２

飯 沼 工 務 店

０ ４ ８（ ６ ６ ３ ）３ ４ ６ ５ ㈹
０ ４ ８（ ６ ６ ６ ）１ ０ ８ ０

株式会社

ヤマト埼玉支店
さいたま市岩槻区西原台1－1－10
〒 ３ ３ 9 － ０ 0 8 2

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 7 5 7 ）1 1 2 1 ㈹
０ ４ ８（ 7 5 7 ） 1 1 0 6

株式会社

堀田設備工業
東 松 山 市 上 野 本 9 5 1 － 2
〒 ３ ５ ５ － ０ ０ 7 3

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９ ３（ ２ ４ ）１１ ５ １ ㈹
０ ４ ９ ３（ ２ ４ ）１ １ ０ ７

株式会社

株式会社並木設備工業
熊 谷 市 玉 井 １ ８ ２ ３
〒 ３ ６ ０ － ０ ８ ５ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ３ ２ ）６ ３ ３ ９ ㈹
０ ４ ８（ ５ ３ ３ ）１ ０ ９ １

暑中お見舞い申し上げます
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竹内セントラル株式会社
草 加 市 氷 川 町 2 1 1 2 － ６
〒 ３ ４ ０ － ０ ０ ３ 4

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ２ ８ ）５ ５ ２ ５ ㈹
０ ４ ８（ ９ ２ ８ ）５ ５ ７ ５

不破設備工業株式会社
入 間 市 仏 子 １ ２ ０ ２ － ４
〒 ３ ５ ８ － ０ ０ ５ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ３ ２ ）０ ７ ３ １ ㈹
０ ４（ ２ ９ ３ ２ ）５ ５ １ ５

昭和工業株式会社
川 越 市 石 原 町 ２ － ５ ８ － １ ６
〒 ３ ５ ０ － ０ ８ ２ ４

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９（ ２ ２ ４ ）６ １ ４ ９ ㈹
０ ４ ９（ ２ ２ ４ ）６ ６ ６ 0

三 郷 市 新 和 4 － 4 6 3
〒 ３ ４ 1 － ０ ０ 3 4

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ 5 ４ ）2 5 5 3 ㈹
０ ４ ８（ ９ 5 4 ） 2 5 5 4

入間空調株式会社
入 間 市 大 字 小 谷 田 ６ ４ ４ － １
〒 ３ ５ ８ － ０ ０ ２ ６

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ６ ３ ）０ ２ ６ １ ㈹
０ ４（ ２ ９ ６ ３ ）８ ９ ２ ８

正和工業株式会社
春 日 部 市 豊 野 町 ２ － ３ ２ － １９
〒 ３ ４ ４ － ０ ０ １ ４

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ７ ３ ６ ）６ １１１ ㈹
０ ４ ８（ ７ ３ ４ ）９ ８ ９ ０

埼玉設備工業株式会社
川 越 市 岸 町 １ － １ ５ － １ ６
〒 ３ ５ ０ － １１３ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９（ ２ ４ １ ）４ ３ ４ ３ ㈹
０ ４ ９（ ２ ４ １ ）１ １ １ １

ユ ニ パ ック
川 口 市 西 川 口 2 － 7 － 1
〒 ３ ３ ２ － ０ ０ ２ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ２ ５ ８ ）６ ９ ９ １ ㈹
０ ４ ８（ ２ ５ ８ ）６ ９ ９ ２

株式会社

梅 沢 水 道
川 口 市 前 川 3 － １ 7 － 9
〒 ３ ３ 3 － ０ 8 4 2

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ２ 6 5 ）7 7 3 9 ㈹
０ ４ ８（ 2 6 9 ） 0 1 7 6

有限会社

本 田 工 業
春 日 部 市 谷 原 新 田 1 4 0 4
〒 ３ 4 4 － ０ 0 3 5

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 7 3 6 ）2 9 2 9 ㈹
０ ４ ８（ 7 3 7 ） 4 3 8 1

有限会社

ＫＥＮＳＥＩ株式会社

杉 本 設 備
加 須 市 南 篠 崎 １ ０ ６ ６ － ６
〒 ３ ４ ７ － ０ ０ １７

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８ ０（ ６ ５ ）０ ５ ８ １ ㈹
０ ４ ８ ０（ ６ ５ ）５ ４ ８ ３

株式会社

協 和 設 備
越 谷 市 大 道 ４ ７ ８
〒 ３ ４ ３ － ０ ０ ３ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ７ ３ ）６ ０ ０ ０ ㈹
０ ４ ８（ ９ ７ ３ ）６ ０ ０ １

株式会社

磯 部 工 業
三 郷 市 東 町 ４ ６
〒 ３ ４１ － ０ ０ ３ ６

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ５ ５ ）４ ９ ０ ５ ㈹
０ ４ ８（ ９ ５ ５ ）５ ２ ８ ８

株式会社

篠 田 設 備
三 郷 市 仁 蔵 ４ ４ ８ － １
〒 ３ ４１ － ０ ０ ２ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ５ ４ ）８ ６ ２ ５ ㈹
０ ４ ８（ ９ ５ ４ ）８ ６ ２ ６

株式会社

浅 倉 水 道
川 口 市 仲 町 １ ８ － ５
〒 ３ ３ ２ － ０ ０ ２ ２

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ２ ５ ２ ）６ ８ ２ ０ ㈹
０ ４ ８（ ２ ５ ２ ）６ ８ ２ ５

株式会社

協同エンジニアリング
狭 山 市 上 奥 富 新 堀 9 7
〒 ３ ５ ０ － １３ ３ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ５ ４ ）６ ３ ２ １ ㈹
０ ４（ ２ ９ ５ ２ ）７ ２ ９ ５

株式会社

渋谷設備工業
狭 山 市 笹 井 1 － 5 － 8
〒 ３ ５ ０ － １３ ２ ７

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ５ ２ ）４ ９ ６ ４ ㈹
０ ４（ ２ ９ ５ ２ ）１ ２ ０ １

株式会社

糟谷設備工業所
所 沢 市 大 字 山 口 ２ ８ ２ ５ － １
〒 ３ ５ ９ － １１ ４ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ２ ３ ）８ ８ ８ ８ ㈹
０ ４（ ２ ９ ２ ３ ）８ ８ ６ ９

株式会社 北田設備工業
飯 能 市 大 字 双 柳 ５ － １
〒 ３ ５ ７ － ０ ０ ２ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ２（ ９ ７ ３ ）３ ２ ４ １ ㈹
０ ４ ２（ ９ ７ ４ ）２ ６ ９ ９

株式会社

貫 井 産 業
所 沢 市 大 字 上 安 松 ９ ０ ９
〒 ３ ５ ９ － ０ ０ ２ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ９ ３ ）０ １１ ０ ㈹
０ ４（ ２ ９ ９ ８ ）２ ２ ７ ３

株式会社

東 部 支 部東 部 支 部

埼玉トーカイ
熊 谷 市 上 之 6 0 8 － 1
〒 ３ 6 0 － ０ ０ 1 2

電  話
ＦＡＸ

０ ４ 8（ 5 7 7 ）7 4 3 6 ㈹
０ ４ 8 （ 5 7 7 ） 7 4 5 6

株式会社

ソーセツエンジニアリング株式会社
熊 谷 市 広 瀬 ４ １ ６ － １
〒 ３ ６ ０ － ０ ８ ３ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ２ ４ ）５ ８ ２ １ ㈹
０ ４ ８（ ５ ２ ５ ）４ ８ ６ ３

長沼設備工業株式会社
本 庄 市 前 原 ２ － ３ － １ ８
〒 ３ ６ ７ － ０ ０ ４ ７

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９ ５（ ２ ４ ）２ ４ ３ ４ ㈹
０ ４ ９ ５（ ２ １ ）５ １ ５ ７

セイフル株式会社
深 谷 市 上 野 台 ２ ４ ２ ３ － ６
〒 ３ ６ ６ － ０ ８ ０ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ７ ２ ）２ ４ ４ ２ ㈹
０ ４ ８（ ５ ７ ２ ）６ ８ ４ ０

暑中お見舞い申し上げます
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＜編集後記＞
広報委員会　黒木　竜太

　一際暑かったり、戻り梅雨に、線状降水帯による
豪雨と、なかなか経験したことのない、不安定な気
候のこの夏、皆様いかがお過ごしでしょうか。より一
層、体調の変化にご留意いただき、盛大な総会が再
開された際には、元気な笑顔でお会いしたいとそん
な想像をしながら、これを書かせてもらっています。
　3年もの間、長い行動制限から開放され、心待ち
にした旅行、お祭り、様々な会合など自由な活動が、
ようやく再開されていく様子が聞かれ、喜んでいた
矢先、またもや大きな波が到来したようで連日、何万
とか、倍、倍・・と増加しているとのこと。幸いにも私
達の仕事はあまり変わることなく、以前と同じように
従事することができています。仕事ができることだけ
でも感謝しつつ、過ごせたらと思います。
　ご協力いただいた皆様、ありがとうございました。

 【クロマツ（黒松）】

　６月、７月は盆栽を管理する事が大切です。
　朝から日差しが強く真夏の様な陽気、多くの盆栽を管理していると葉ものや、雑木類は知らぬ間に水切れを起こす事
があります。暑い時の水切れは樹に大きなダメージを起こしますので、注意が必要です。水切れをした場合は頭からた
っぷり水を与えて下さい。水のやり過ぎで盆栽は枯れません。
　また、梅雨の間は雑草が繁茂する時期です。雑草は花を咲かせ種をまくのが早く、あとで雑草を取るのが大変です。
夏の五葉松の緑は、新芽が出て大変きれいです。雑草を取りのぞいたり、水やりを毎日やった苦労を忘れてしまうほど
です。盆栽をやってて良かったと思います。

盆栽シリーズ

「盆栽に思う」
一般社団法人日本盆栽協会　理事　大澤　規郎（富士管工㈱）
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